
 

- 1 - 

                   平成２４年度第１１回震災復興推進本部会議 審議・報告 

                         提 出 日：平成２４年８月２０日 

                         担当部・課：福祉部子育て支援課〔内線 2511〕 

①件  名 

 石巻市立保育所再配置計画について 

②施策等を必要とする背景及び策定方針 

【背景】 

 (1)東日本大震災により市立保育所２９施設中、津波による全損壊８施設、耐震に問題が発生した１ 

  施設、計９か所の保育所が再開不可能な状態となった。 

 (2)再開不可能となった保育所は、他の保育所での受入れのほか、児童館、幼稚園、学校施設などの 

    公共施設を借用して保育を実施してきたが、十分な保育環境の確保には至らず、また、定員超過 

  や待機児童への対応、保護者の送迎などの課題が生じている。 

  

【策定方針】 

 (1)保育環境の確保 

  ①「石巻市震災復興基本計画」に基づき、震災により保育機能が休止している雄勝地区や仮設保 

   育所で運営している牡鹿地区、早期再開が望まれる門脇地区や湊地区、渡波地区の保育所新設 

   について検討を行う。 

  ②待機児童の解消や多様化する保育ニーズへ対応するため、平成２２年度に策定した「石巻市立 

   保育所配置運営計画」や「石巻市次世代育成支援行動計画」との整合性を図り、地域の意向を 

   踏まえながら保育環境を整備する。 

 (2)安全・安心の確保 

   津波等の自然災害に備え、海岸防潮堤や河川堤防等の整備により安全性が確保される場所に整 

   備するなど地理的位置を重視し、児童の安全・安心を確保する。 

 (3)地域の社会資源との連携 

   家庭や地域の様々な社会資源との連携を図りながら、保育所入所児童の保護者に対する支援及 

   び地域の子育て家庭に対する支援の役割を担う保育所の構築を目指す。 

  

  ※ 計画期間 

    平成２７年度までとし、保育所の適正な規模等については、防災集団移転促進事業等新たな 

   居住地の動向に起因するため、策定後も随時見直しを行うものとする。 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

 児童福祉法、石巻市保育所条例 

  

【〔震災復興基本計画との整合性〕 計画の位置付け： 有・無 】 

 第３章 施策の展開 

  施策大綱４ 未来のために伝統・文化を守り、人・新たな産業を育てる 

   １ 未来の人を育てる 

    （２）子育て環境の復興 

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

・平成２３年１２月１９日 石巻市立保育所再配置計画策定検討委員会（庁内組織）設置要綱施行 

   委員長：福祉部長、副委員長：福祉部次長、委員：子育て支援課長、各総合支所保健福祉課長 

・平成２４年 ２月 ８日 第１回石巻立保育所再配置計画策定検討委員会開催 

・平成２４年 ３月２８日 第２回       〃 

・平成２４年 ７月１７日 第３回       〃 

・平成２４年 ８月 ６日 第４回       〃 

資 料 １ 
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⑤主な内容 

 

 

地 区 保 育 所      整 備 内 容 今後の方向性 

石 巻 

（仮称） 

渡波地区 

保育所 

 はまなす保育所を統合し、（仮称）

渡波地区保育所として、新渡波地区の

土地区画整理事業地内に新築する。 

1）当面は、仮設保育所を活用する。 

2）土地区画整理事業との整合を図る。 

3）人口動態、保育需要さらには民間保 

 育所の動向を見据える。 

4）子育て支援センターを併設する。 

湊こども園 

 湊地区内に移転新築する。新設にあ

っては上層階への避難場所の確保等

安全対策を講じる。 

1）湊こども園として再開する。 

2）総合福祉会館みなと荘と併せた移転 

 を早期検討する。 

（仮称）門

脇・大街道

地区保育所 

 門脇保育所の復旧整備として「門

脇・大街道地区」に移転新築する。 

1）災害時における避難所機能の役割を 

 担う建築物とする。 

2）人口動態や公設民営、民設民営型の  

 建設計画も視野に入れ検討する。 

西部地域 
  1）民間による認可化にむけた支援を継 

 続する。 

荻浜地域 

 1）当面は、学校施設を借用して運営す 

 る。 

2）地域の復興計画や意見を踏まえ、あ 

 り方、方向性を見出す。 

河 北 大川保育所 

  1）当面は、雄勝、北上地区の状況を勘 

  案し、現行保育を継続する。 

2）地区人口や保育需要、地域の意向を 

  踏まえ、今後統廃合を検討する。 

雄 勝 雄勝保育所 

 安全面を考慮した高台を候補地と

し、移転新築する。 

1）当面は、地区外の保育所通所への支 

  援を継続する。 

2）防災集団移転促進居住計画の状況を 

  考慮し、建設用地を選定する。 

3）子育て支援センターを併設する。 

河 南 須江保育所 
 1）民間の動向を踏まえ、施設整備の必 

 要性を判断する。 

桃 生 
桃生新田保

育所 

 1）施設の増設や定員を拡充するなど環 

  境の充実を図る。 

2）幼保一体化施設の推進整備を再検討。 

北 上 吉浜保育所 

 1）児童数が激減していることから橋浦 

  保育所への統合を検討。 

2）橋浦保育所の移転について方向性を 

  見出す。 

牡 鹿 
（仮称） 

牡鹿保育所 

 保育所の設置については、仮設保育

所の利活用も含め、人口動態や保育需

要等の動向を踏まえ検討する。 

1）当面は、仮設保育所において、運営 

  実施。 

2）新設保育所は、より安全な場所を最 

 優先に地区内の通所距離等を勘案し 

 検討。 
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⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

１ 市民への影響 

  本計画に基づき、市立保育所の整備計画を進めることにより、石巻市内における均衡のとれた保 

 育施設の配置ができるとともに、安全・安心な保育環境が整備でき、子育て家庭に対する福祉の向 

 上が図られる。 

 

２ 市行財政の効果・負担 

  災害復旧事業や震災復興交付金事業を最大限活用する。 

  

 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

 特になし 

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

 市議会への説明（第３回定例会全員協議会予定） 

  

⑨その他 

 

  特になし 
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石巻市立保育所再配置計画 

１ 背景 

  東日本大震災により、市立保育所２９施設のうち１３施設が被災し、そのうち津波によ 

 る全損壊が８施設、耐震に問題が発生した１施設、計９か所の保育所が再開できない状 

 態となっている。（公立保育所被災状況 H24.10.1 予定） 

  再開不可能な保育所については、他の保育所での受け入れのほか、児童館や幼稚園、学 

 校施設などの公共施設を借用して保育を実施してきたが、十分な保育環境の確保には至ら 

 ず、また、定員超過や待機児童への対応、保護者の送迎などの課題が生じている。 

  子どもを安心して保育所に預け、就労できる子育て環境を一日も早く整備するため、本 

 市復興基本計画に基づく保育施設の復旧を基本に本計画を策定するものである。 

 

（公立保育所被災状況） 

番

号 
保育所 

建設等 

年 度 
被災状況 

H23 年度の

再開状況 

H24.7.1   

現 在 

Ｈ24.10.1 

予 定 

1 石巻 昭和 54   ○ ○ ○ 

2 門脇 
昭和 50    

（増築） 
全壊（流失） × × × 

3 湊 
平成 18 

（改修） 
全壊（床上浸水） × × × 

  石巻地区（仮設）   ○ ○ ○ 

4 渡波 昭和 57 半壊（床上浸水） × × × 

  渡波仮設園舎（仮設）   ― ― ○ 

5 鹿妻 
昭和 38    

（増改築） 
（床下浸水） ○ ○ ○ 

6 蛇田 昭和 60   ○ ○ ○ 

7 井内 昭和 39 使用危険 × × × 

 
井内 平成 24 

 
― ― ○ 

  稲井幼稚園   ○ ○ ― 

8 若草 昭和 46   ○ ○ ○ 

9 水押 昭和 47   ○ ○ ○ 

10 ふたば 昭和 49 （床下浸水） ○ ○ ○ 

11 水明 昭和 47 （床上浸水） ○ ○ ○ 

12 はまなす 平成 8 全壊（流失） × × × 

13 荻浜 昭和 58 全壊（流失） × × × 

  東浜小（仮設）   ○ ○ ○ 

14 飯野川 平成 11   ○ ○ ○ 
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２ 策定方針 

 (1) 保育環境の整備 

  ア 「石巻市震災復興基本計画」に基づき、震災により保育機能が休止している雄勝地 

   区や早期再開が望まれる門脇地区や湊、渡波地区の保育所新設について検討を行う。 

   新設する保育所の適正規模等については、今後の防災集団移転促進事業や土地区画整 

   理事業、公営住宅等の整備など新たな居住地の動向に大きく起因するため、策定後に 

   おいても随時見直し等を行うものとする。 

  イ 待機児童の解消や多様化する保育ニーズへ対応するため、平成２２年度に策定した 

   「石巻市立保育所配置運営計画」や「石巻市次世代育成支援行動計画」との整合を図

り、地域の意向を踏まえながら保育環境を整備する。 

 

 

15 大川 昭和 56   ○ ○ ○ 

16 大谷地 昭和 57   ○ ○ ○ 

17 二俣 昭和 58   ○ ○ ○ 

18 雄勝 平成 22 全壊（流失） × × × 

19 前谷地 平成 7   ○ ○ ○ 

20 和渕 昭和 54   ○ ○ ○ 

21 鹿又 平成 7   ○ ○ ○ 

22 北村 平成 2   ○ ○ ○ 

23 須江 平成 3   ○ ○ ○ 

24 桃生新田 昭和 57   ○ ○ ○ 

25 橋浦 昭和 58 半壊（床上浸水） ○ ○ ○ 

26 吉浜 昭和 60   ○ ○ ○ 

27 相川 平成 22   ○ ○ ○ 

28 牡鹿第一 昭和 51 全壊（流失） × × × 

29 牡鹿第二 昭和 60 全壊（流失） × × × 

  清優館（仮設）   ○ ― ― 

  牡鹿地区（仮設）   ― ○ ○ 

施  設  数 24 24 25 
   

 
※ 中央児童館を保育所として暫定使用（H23.4.18～） 

 

 
  稲井幼稚園使用開設（H23.4.18～） 

   

 
  東浜小学校使用開設（H23.7.11～） 

   

 
  清優館使用開設（H23.7.15～） 
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 (2) 安全・安心の確保 

   津波等の自然災害に備え、海岸防潮堤や河川堤防等の整備により安全性が確保される 

  場所に設置するなど地理的位置を重視し、児童の安全、安心を確保する。 

 (3) 地域の社会資源との連携 

   家庭や地域の様々な社会資源との連携を図りながら、保育所へ入所する児童の保護者 

  に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援の役割を担う保育所の構築を目指す 

  ものとする。  

 (4) 計画期間 

   平成２７年度までの計画期間とし、今後の住環境等整備状況を踏まえ、随時見直しを 

  行うものとする。 

 

３ 保育所運営状況 

  震災後、施設修繕や児童館等の公共施設を借用するなどし、平成２３年度は、２４施設 

 で保育を再開し、今年度は、牡鹿地区の仮設保育所や渡波保育所仮設園舎の建設、井内保 

 育所の改築等により２５施設で保育を行う状況にある。 

   

 

４ 地区別整備計画  

【石巻地区】 

石巻地区（旧市）を東部地域、中央地域、西部地域、荻浜地域に区分し、それぞれの地

域における保育所の整備計画を定めるものとする。 

 

（１）東部地域について 

   地区内５か所（湊こども園、鹿妻、渡波、はまなす、井内）の保育所のうち、４か所 

  が震災により使用できない状況にある。本年７月４日、鹿妻保育所の保育室を増築し、 

  また、７月１４日に井内保育所が落成、さらには、１０月に渡波保育所仮設園舎が完成 

  する予定にある。 

  

 ①（仮称）渡波地区保育所について 

《計画》 

   はまなす保育所を統合し、（仮称）渡波地区保育所として、新渡波地区の土地区画整 

  理事業地内に新築する。 

 《今後の方向性》 

   当面は、「渡波保育所仮設園舎」を活用し、渡波地区の保育児童の受入れを促進する。 

   新保育所の設置及び規模等については、新渡波地区被災市街地復興土地区画整理事業 

  との整合を図るとともに、渡波地区の人口動態や保育需要、さらには民間保育所の動向 

  を見据え検討する。 
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   また、新保育所には、「子育て支援センター」や新たに避難所機能（備蓄等完備）も 

  附帯し、災害時への対応ができる施設とする。 

 

 ② 鹿妻保育所について 

《今後の方向性》 

   現状の１１０人定員の保育を継続する。平成２４年７月４日増設した保育室を活用し、 

待機児童の受入れを図るとともに、早期に一時保育事業を再開し、子育て支援の充実に 

努めるものとする。 

 

 ③ 湊こども園について 

《計画》 

   被害の状況から現地再建は極めて困難な状況であり、湊地区内に移転新築することと 

  し、新設にあたっては、上層階に避難場所を確保することや周辺の高台へ避難ができる 

  などの安全対策を講じるものとする。 

 《今後の方向性》 

  「湊こども園」として再開する。 

  整備にあたっては、津波への対策を最優先に児童の安全性や地域の避難所機能を兼ね 

 備えた施設として整備を行うものとする。 

  湊こども園の規模は、従前を基本とする。また、１階が使用不能となっている「総合 

 福祉会館みなと荘」と一体化することにより、高齢者や地域住民と連携、協働が図られ  

 ることから、みなと荘も併せて移転し、複合型施設としての整備について、早期に検討 

 するものとする。 

 

 ④ 井内保育所について 

《今後の方向性》 

  本年７月に、公益財団法人日本ユニセフ協会の支援により、１００人定員の保育所と 

 して再開し、新たに障害児保育事業も実施する。 

   今後は、稲井地区の就学前児童の動向や国の新たな制度の状況を踏まえ、幼保一体化 

  事業についても検討を行うものとする。 

    

（２）中央地域について 

   地区内５か所（石巻、門脇、ふたば、水押、水明）の保育所のうち、門脇保育所が全 

  壊の被害であり、保育ニーズを維持するため、中央児童館に仮設保育所を開設した。 

   

 ①（仮称）門脇・大街道地区保育所について 

《計画》 

     現地での再開が困難な門脇保育所を「門脇・大街道地区」に移転新築する。 
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    移転候補地は、大街道地区の国道３９８号北側及び南側の津波被害の少ないエリア、

蛇田地区に近接する門脇字一番谷地、二番谷地を候補地とする。 

また、用地選定については防災集団移転事業等のまちづくりの方針との整合を図り

ながら実施するものとする。 

  《今後の方向性》 

  移転先は、ふたば保育所との位置的関係や人口が増加している蛇田地区の保育需要へ 

の対応も考慮する。また、災害時における避難所機能の役割を担う建築物として整備す 

ることや、災害時に、周辺の高層建築物や学校施設等への避難も可能な場所を候補地と 

して選定するものとする。 

   施設規模は、門脇、南浜、釜、大街道の各地区の人口動態を踏まえるとともに、公設 

  民営や民設民営型保育所の建設計画等も視野に入れ、検討を行うものとする。 

 

 ② 石巻、水押、水明、ふたば保育所について 

《今後の方向性》 

   従前の保育を継続し、保育児童の受入れを図る。 

 

 ③ 石巻地区保育所について 

《今後の方向性》 

  震災後、湊地区や渡波地区の保育児童を受入れするため、平成２３年４月１８日に仮 

 設保育所として開設し、今年度も８２人の児童が入所していることから、当面は、児童 

 の受入れを継続する。 

 

（３）西部地域について 

   仮設住宅等の建設により、地域の人口及び保育需要が急増し、現在、蛇田、若草保育 

  所において定員を超過した受入れを行っており、現状で新たな児童の受入れは困難な状 

  況にある。 

   蛇田、若草保育所は、老朽化や敷地が狭隘等により増改築等が厳しい中、現在、民間 

  による認可保育所の建設計画があり、認可化にむけた支援を行っている状況にある。 

 

 ① 若草、蛇田保育所について 

 《今後の方向性》 

   公立保育所の新設には国等の補助制度がなく、財源の課題があることから当面は、定 

  員を超過した受入れを継続せざるを得ず、安全な保育環境に特に配慮しながら適正な保 

  育運営に努めるものとする。 

    

（４）荻浜地域について 

   「へきち保育所」として開設し、地域に根差した保育所として重要な役割を担ってき 
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  たが、少子化の影響により年々入所児童数が減少してきている。 

   震災により、施設が全壊したため、現在東浜小学校の教室、調理室を借用して保育を 

行っている。 

 

① 荻浜保育所について 

 《今後の方向性》 

   震災により地域の人口、児童数とも激減していることから、将来的な児童数、人口動 

  態を見極める必要があり、早急な施設整備は困難である。 

   このことから、当面は、学校、教育委員会と協議のもと、学校施設における保育を継 

  続続する。今後、防災集団移転促進事業等地区の復興計画や地域の意見を踏まえ、保育 

  所のあり方、方向性を見出すものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 
 

○ 石巻地区の人口等関係資料     

１ 石巻市の人口及び就学前児童数等の推移（各 3 月 31 日現在） 

石 巻 市 人 口 
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

166,345 165,099 163,594 161,636 152,775 

就学前児童数 

０歳 1,240 1,172 1,089 1,017 945 

１歳 1,204 1,261 1,207 1,101 1,024 

２歳 1,183 1,212 1,243 1,209 1,037 

３歳 1,306 1,177 1,195 1,255 1,120 

４歳 1,345 1,314 1,186 1,201 1,137 

５歳 1,462 1,350 1,299 1,182 1,112 

計 7,740 7,486 7,219 6,965 6,375 

保育所入所児童数（公・私） 1,928 1,885 1,884 1,822 1,884 

 

２ 石巻地区（旧市）の人口及び就学前児童数の推移 

石 巻 市 人 口 
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

114,541 114,112 113,262 112,191 105,073 

就学前児童数 

０歳 939 924 819 783 669 

１歳 899 950 939 825 748 

２歳 878 898 930 930 753 

３歳 943 877 878 931 856 

４歳 974 952 892 885 844 

５歳 1,082 979 930 893 833 

計 5,715 5,580 5,388 5,247 4,703 

 

３ 渡波地区の人口等推移及び入所児童数 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 １７，１１０ １５，４０５ １４，９４１ ▲２，１６９ 

世 帯 数 ６，３０４ ５，８０８ ５，７０６ ▲５９８ 

０～５歳児人口 ７５３ ６５０ ６１１ ▲１４２ 

   渡波地区区分： 伊勢町、浜松町、松原町、大宮町、長浜町、幸町、渡波町、三和町 

           後生橋、宇田川町、万石町、塩富町、渡波字全域、沢田字全域、 

           流留字全域、小竹浜、垂水町、新成 

 

 保 育 所 名 定 員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

渡波保育所 ９０ ７１ ６６ ６９ ４７ ― 

はまなす保育所 ９０ ９６ ９２ ９５ ― ― 
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４ 湊地区の人口等推移及び入所児童数 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 ７，９０８ ６，３２０ ５，９４３ ▲１，９６５ 

世 帯 数 ３，２３５ ２，６２６ ２，４７８ ▲７５７ 

０～５歳児人口 １９６ １４３ １３６ ▲６０ 

   湊地区区分： 不動町、八幡町、湊町、吉野町、川口町、大門町、明神町、 

          湊字（田町、藤巻、不動沢、不動沢山、葛和田山、鳥井崎、館山、 

大門崎山、御所入、御所入山、草刈山） 

                               （H24 は.7.1 現在） 

 保 育 所 名 定 員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

湊幼稚園  ３０  ３２  ２７  ２３  １５  １８ 

湊保育所 ８０ ６９ ６２ ７４   ― ― 

  

 

５ 南浜町地区、釜・大街道地区の人口等推移及び入所児童数 

 【南浜町地区】 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

字ごと人口 ５，３９９ ３，５５３ ３，０９４ ▲２，３０５ 

世 帯 数 ２，２２１ １，５２２ １，３３４ ▲８８７ 

０～５歳児人口 ２０１ １４２ １２２ ▲７９ 

 

 【釜・大街道地区】 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

字ごと人口 １８，３２４ １５，７０３ １５，１６５ ▲３，１５９ 

世 帯 数 ７，０１５ ６，１１３ ５，９５５ ▲１，０６０ 

０～５歳児人口 １，０２３ ７７１ ７３０ ▲２９３ 

   南浜町地区区分：門脇町、南浜町、南光町 

   釜・大街道地区：門脇字、中屋敷、新館、中浦、三ツ股、築山、大街道東、大街道西、    

          大街道北、大街道南 

 

                           （H24 は.7.1 現在） 

保 育 所 名 定 員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

門脇保育所  ６０ ６８ ６６ ６７ ― ― 

ふたば保育所 １１０ １０１ １０６ １０４ １０４ １０３ 

石巻保育所  ９０ ７５ ８０ ７６ １１３ ９４ 
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６ 蛇田地区の人口等推移及び入所児童数 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 １８，０４３ １８，６７１ １９，０８７ １，０４４ 

世 帯 数 ７，０７０ ７，３５８ ７，５２８ ４５８ 

０～５歳児人口 ９８６ １，０１１ １，０４９ ６３ 

  蛇田地区区分：蛇田地区：蛇田字、向陽町、新境町、丸井戸、あけぼの 

 

                               （H24 は.7.1 現在） 

保 育 所 名 定員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

蛇田保育所 ９０ ９９ ９７ ９３ １０５ １０４ 

若草保育所 ９０ ８６ ８２ ８８ ９５ １０４ 

   

 

７ 荻浜地区の人口等推移及び入所児童数 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 １，０４０ ８６６ ８０６ ▲２３４ 

世 帯 数 ３４７ ３００ ２８１ ▲６６ 

０～５歳児人口 ２９ １９ ２０ ▲９ 

   荻浜地区区分：荻浜地区全域 

    

                               （H24 は.7.1 現在） 

保 育 所 名 定 員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

荻浜保育所  ５０ ２２ １９ １８  ９  ８ 
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【河北地区】 

（５）河北地区について 

   震災による保育所被害が比較的小さく、修繕等により早期再開を図ることができた。 

  被災した尾の崎、長面、釜谷、間垣行政区の住民は集団移転を希望しているため、今後 

  も大川地区の世帯数が大幅に減少することが見込まれる状況にある。 

   大川保育所は、入所児童数が定員の半数程度であるが、震災後、雄勝地区や北上地  

区の児童も通所している。 

 

 ① 飯野川、大谷地、二俣保育所について 

 《今後の方向性》 

   従前の保育を継続し、保育児童の受入れを図る。 

 

 ② 大川保育所について 

 《今後の方向性》 

   当面は、雄勝、北上地区の震災後の状況を勘案し、現行の保育を継続するが、地区人 

  口や保育需要、さらには、地域の意向を踏まえながら、統廃合について検討を行うもの 

  とする。 

 

 

 ○ 河北地区の人口等推移及び入所児童数 

 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 １２，００１ １１，４５７ １１，４０７ ▲５９４ 

世 帯 数 ３，６３７ ３，６３１ ３，７０５ ６８ 

０～５歳児人口 ４２６ ４１６ ４１３ ▲１３ 

   地区区分    河北地区全域 

   

                                （H24 は.7.1 現在） 

保 育 所 名 定 員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

飯野川保育所 ５０ ４９ ４９ ５７ ６３ ６８ 

大川保育所 ３０ １７ １３ １２ １０ １５ 

大谷地保育所 ３０ ３０ ３０ ３０ ２８ ３０ 

二俣保育所 ３０ ２６ ３１ ２８ ２９ ２８ 
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【雄勝地区】 

（６）雄勝地区について 

   雄勝保育所は、津波により全壊流失し、また大須保育所は、平成２２年度に雄勝保

育所に統合し閉所しており、地区内に保育所が皆無の状態となっている。 

このことから、自宅養育となっている家庭や地区外の保育所へ遠距離通所している保

護者の負担を早期に軽減する必要がある。 

 

 ①（仮称）雄勝保育所について 

 《計画》 

   復興基本計画に基づき、現在地からの移転新築とする。 

移転地については、安全面を考慮した高台を候補地とし、集団移転等による住居地域

の復興状況や、まちづくりの方針と整合性を図りながら実施するものとする。 

 《今後の方向性》 

   当面は、地区外の保育所等通所への支援を継続するとともに、地区内での子育て支援

事業の充実により、地域子育て家庭の支援を推進する。 

   中心部をはじめ全域において大きな被害を受けていることから、より安全な場所での

保育運営が必要であり、今後、防災集団移転促進事業に基づく居住計画の状況を考慮 

し、建設用地を選定するとともに、子育て支援センターを併設した施設整備を検討する。 

   

 

 ○ 雄勝地区の人口等推移及び入所児童数 

 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 ４，３６６ ３，２６２ ３，０３０ ▲１，３３６ 

世 帯 数 １，６４７ １，３１０ １，２４１ ▲４０６ 

０～５歳児人口 ７３ ４４ ４２ ▲３１ 

   地区区分   雄勝地区全域 

                             

     

保 育 所 名 定 員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

雄勝保育所 ８０ ６０ ４６ ４６  ９ ― 

大須保育所 ３０  ４  ２  ４ ― ― 
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【河南地区】 

（７）河南地区について 

   建物被害はあったものの、保育所は早期再開が可能であった。現在、地区人口及び児 

  童数が増加し、北村保育所を除く４保育所で定員を超えて入所している。特に、須江保 

  育所のニーズが大きいが、須江保育所は、軟弱地盤による問題が生じている。 

     

 ① 前谷地、和渕、鹿又保育所について 

 《今後の方向性》 

   従前の保育を継続し、保育児童の受入れを行う。 

 

 ② 須江保育所について 

 《今後の方向性》 

   児童数の増加に伴う増改築が必要な状況にあるが、現在河南地区において、民間保育  

  所の建設計画があり、今後、民間の動向を踏まえ、施設整備の必要性を判断する。   

現施設の地盤沈下防止の工事については、必要な対策を講じるものとする。 

  

 ③ 北村保育所について 

 《今後の方向性》 

   北村保育所は、その後の余震により、調理室の改修等が必要な状況にある。 

今後、専門技術職員による被害度調査を実施し、改修計画を策定する。 

 

 

 ○ 河南地区の人口等推移及び入所児童数    

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 １７，３１２ １７，７０４ １８，００５ ６９３ 

世 帯 数 ５，４７３ ５，７６１ ５，９４６ ４７３ 

０～５歳児人口 ７２５ ７４３ ７６３ ３８ 

   地区区分     河南地区全域 

 

                                （H24 は.7.1 現在） 

保 育 所 名 定 員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

前谷地保育所 ６０ ６２ ６４ ６０ ６３ ６７ 

和渕保育所 ６０ ５８ ６０ ５８ ５９ ６６ 

鹿又保育所 ６０ ６８ ５９ ６３ ６１ ６４ 

須江保育所 ６０ ５９ ６０ ６５ ７２ ７６ 

北村保育所 ６０ ４０ ４４ ４６ ４８ ４９ 
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【桃生地区】 

（８）桃生地区について 

   桃生地区には、市立桃生新田保育所（定員９０人）と市立桃生幼稚園（定員１２０人） 

  があり、地区内外の就学前児童の受入れを行っている。 

   近年、地区内人口が８，０００人前後で微増、就学前児童数は３３０人前後で推移し 

  ており、特に、０～５歳児の児童数に占める保育所入所児数が増加しており、保育ニー 

  ズの高まりを反映している。 

 

 ① 桃生新田保育所について 

 《今後の方向性》 

   当面、保育室や未満児用のトイレ増設など計画的に維持修繕等を行うことや利用児 

  童数に併せ定員を拡充するなどし、保育環境の充実を図るとともに、子ども・子育て新

システムなど国の動向を踏まえながら、幼保一体化施設の推進整備について、再検討を

行うこととする。 

 

 

○ 桃生地区の人口等推移及び入所児童数 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 ７，８６７ ７，９３４ ７，９８７ １２０ 

世 帯 数 ２，３０４ ２，３４１ ２，４０８ １０４ 

０～５歳児人口 ３１８ ３４０ ３３２ １４ 

   地区区分    桃生地区全域 

 

                                （H24 は.7.1 現在） 

保 育 所 名 定 員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

桃生新田保育所 ９０ ８７ ８２ ８０ ９８ １００ 
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【北上地区】 

（９）北上地区について 

   橋浦、吉浜、相川の３保育所を運営しており、地区内に幼稚園はなく、各保育所が  

  児童の養育に関し重要な役割を担っている。 

   地区が壊滅的被害を受けたことを要因に吉浜保育所の児童数は激減しており、今後も 

  児童数の増加は望めない状況にある。また、津波で被災した橋浦保育所の高台移転につ 

  いて地域要望がある。  

 

 ① 吉浜、橋浦保育所について 

 《今後の方向性》 

   吉浜保育所を橋浦保育所に統合することについて検討する。 

   橋浦保育所の移転については、公共施設の高台移転計画や新設に伴う財源等の課題を 

  踏まえ、方向性を見出すものとする。 

 

 ② 相川保育所について 

   従前の保育を継続し、保育児童の受入れを図る。 

 

 

 ○ 北上地区の人口等推移及び入所児童数 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 ３，９１３ ３，３６３ ３，２７８ ▲６３５ 

世 帯 数 １，１５１ １，０５２ １，０４３ ▲１０８ 

０～５歳児人口 １３３ １２０ １１９ ▲１４ 

   地区区分    北上地区全域 

 

                                （H24 は.7.1 現在） 

保 育 所 名 定員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

橋浦保育所 ６０ ３５ ４５ ３９ ３８ ３７ 

吉浜保育所 ４５ ２２ ２１ １８  ７  ６ 

相川保育所 ４５ ３７ ３３ ３１ ２１ ２１ 
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【牡鹿地区】 

（10）牡鹿地区について 

   牡鹿第１保育所、牡鹿第２保育所の２施設を運営していたが、震災により両施設と

も全壊したため、平成２３年７月より牡鹿保健福祉センター内にて保育を再開してい

る。また、本年６月、公益財団法人日本ユニセフ協会からの寄贈による仮設保育所が

完成し、仮設保育所での保育を始動している。 

 

 ①（仮称）牡鹿地区保育所について 

  《計画》 

   牡鹿地区保育所の設置については、現在の仮設保育所の利活用も含め、今後の人口動

態や保育需要等の動向を踏まえ検討する。 

 《今後の方向性》 

   当面は、仮設保育所において保育所運営を実施する。 

   新設保育所は、より安全な場所を最優先とするほか、地区内の通所距離等を勘案し  

検討するものとする。 

 

 

 ○ 牡鹿地区の人口等推移及び入所児童数 

区  分 Ｈ２２．９ ① Ｈ２３．９ Ｈ２４．３ ② 増減（②－①） 

人   口 ４，５７７ ４，０２７ ３，８５０ ▲７２７ 

世 帯 数 １，８５５ １，６７４ １，６３１ ▲２２４ 

０～５歳児人口 １０７ １０８ １０１ ▲６ 

   地区区分    牡鹿地区全域 

 

                               （H24 は.7.1 現在） 

保 育 所 名 定 員 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 

牡鹿第１保育所 ４５ ３２ ２４ １７ ― ― 

牡鹿第２保育所 ４５ ３４ ３６ ３７ ― ― 

牡鹿地区仮設保育所 ― ― ― ― ２７ ２９ 

 

 


